
登録再生利用事業者 [全事業共通項目] 業界自主基準 現地確認チェックシート                                         一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、不適合が出た場合、適合するまで是正すること 

 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 業務日報 新規契約、及び自動更新時、産廃については、処分場の視察が義務付

けられているのでその都度視察に来られる。 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） □ ☑ □  イトーヨーカードーとＳＤＧＳイベント、市原市、長柄町とお花いっ

ぱい運動に協賛 

廃棄証明証の提出 ☑ □ □  マニフェスト伝票 

法令の相談にのっている □ ☑ □   

付加価値商品の紹介（消臭剤他） □ ☑  □   

排出事業者に出向いて分別教育 ☑ □ □ 食品廃棄物とプラスチックの分別方法 京成ストア等 

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 ☑ □  メルマガ配信 月２回 名刺交換した方にすべて送っている。その結果、ANAからケールにつ

いて問い合わせた。 

生産者へのヒアリング結果を報告 ☑ □ □ ケール ループが形成されているため 

インターネットによる情報公開（見える化） ☑ □  自社ホームページで公開している。SNS（インスタ） 新規情報などの更新はしている。 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 成分分析表 HPで公開している。千葉県農総合研究センター 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ 食品リサイクルループ 自社野菜（ケール）を農協、房野駅、アリオ市原、ユニモ 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 ☑ □ □ 定期的に出荷計画などコミュニケーションを図ってい

る。 

フィルド食品（ANAケータリングサービス） 

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

☑ □ □ 食品リサイクルループ フィルド食品（ANAケータリングサービス） 

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

□ ☑  全食リ連からの情報提供他 認定農業者として補助金情報を入手している。 

生産者の活動をＰＲ支援 ☑ □ □ 食品リサイクルループ 千葉日報、TBS、ケーブルテレビ等 

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ 4wdの軽トラ ハウス 13棟（5ヘクタール）1500坪、耕運機１、堆肥散布機 

機 

調査年月日 調査対象 調査者 審査種類 確認者 

令和７年 2

月 17 日 

会社名 みどり産業株式会社 

 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

新規 津根頼行 

実施確認の 

結果評価 
評価  合格・不合格 

 



６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 ☑ □ □  

 

新規契約、及び自動更新時、産廃については、処分場の視察が義務付

けられているのでその都度視察に来られる。 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □   

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） ☑ □ □ ケール、かぶ、小松菜、ホウレンソウ（将来米） ソフトケール収穫体験時に試食 

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 ☑ □ □ 日本テレビ 令和 6年 6月 8日（土）18：30～放送 宮川大輔主演 満天 青空レ

ストランにおいて、ソフトケールが取り上げられた。 

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □   

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） □ ☑ □  200ｍに、周辺住民は 1軒のみ。住民同意なし。 

住民説明会の実施（定期・随時） □ ☑ □   

イベントの開催または支援 □ ☑ □   

苦情受付の受付と対応 □ ☑ □  お客様の声（KINTONE）アプリを活用し、お客様からのお褒めの声

から苦情まで把握している。（管理部） 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

□ □ ☑  直営は食品関連事業者に該当しないため。 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 環境省・市原市企画課・長柄町 必要の都度訪問  

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連よりメールで確認 環境省・農林水産省等の最新情報を入手 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □  フーデックスの千葉県の出展ブースに出店と説明 

フードサービス協会の研修に参加 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 ☑ □ □   

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ いちはらＳＤＧＺアワード 2023 代表取締役 津根頼行 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ □ □ ☑ 依頼があれば必要の都度 JAICA アフリカ１０か国 農業普及委員、千葉大学、台湾の大学 

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 許可講習会 産廃実務者研修会 有機性廃棄物資源化

施設技術管理士等 

経営陣、加藤工場長 

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ 日本土壌協会（FR認証） 

 

日本土壌協会 認証番号 12010116 （交付年月日：2025年 3月 18

日有効期限：2028年 3月 17日）みどりの力 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 □ ☑ □    

大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

☑ □ □  長柄町と長柄町の稲作農家さんと堆肥を施用した実証実験を行ってい

る（土壌分析、お米の食味（しょくみち）分析 



 地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） □ □ ☑  今後は、田んぼの耕作栽培を拡大する予定。 

 

 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

コメント 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 安全協会、（公財）日本産業廃棄物処理振興センター、

認定NPO日本防災士機構 

安全運転管理者講習会 一般廃棄物実務者講習会 防災士講習会 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

□ ☑ □   

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 資格者一覧表あり 

社内教育内容 

課長塾（マネジメント）（月 1回） 

係長塾（実務研修） 

主任塾（基礎） 

一般職員（基礎講習） 

車輛系建設機械 11名 車輛系建設機械（解体）6名 フォークリフト

（12名）アームロール（8名）アーク溶接（4名）有機性廃棄物施設

技術管理士（1名）破砕リサイクル施設技術管理士（1名）処分業 許

可申請講習（2名）ＩＳＯ内部監査員（3名）安全衛生推進者（3名）

リスクアセスメント実務研修（1名） 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ ☑ □   

高齢者雇

用推進 

全食リ連（令和 4年版）高齢者雇用ガイドライン

を活用しているか？ 

☑ □ □ 全食リ連高齢者雇用セミナーに参加 健康経営優良法人に取り組み始める。 

 

特記事項 

① イトーヨーカードーとＳＤＧＳイベント、市原市、長柄町とお花いっぱい運動に協賛 

② 京成ストア等に、食品廃棄物とプラスチックの分別方法など行っている。 

③ 肥料の品質保証については、日本土壌協会より FR認証を取得している。 認証番号 12010116 （交付年月日：2025年 3月 18日有効期限：2028年 3月 17日）みどりの力 

④ 課長塾（マネジメント）係長塾（実務研修）主任塾（基礎）一般職員（基礎講習）を毎月 1回定期開催している。 

⑤ 肥料の成分分析を HPで公開している。（千葉県農業総合研究センター） 

⑥ 長柄町、長柄町の稲作農家さんと堆肥を施用した実証実験を行っている（土壌分析、お米の食味（しょくみち）分析 

⑦ お客様の声（KINTONE）アプリを活用し、お客様からのお褒めの声から苦情まで把握している。（管理部） 

⑧ 200ｍに、周辺住民は 1軒のみ。住民同意なし。 

⑨ 自社野菜（ソフトケール）を農協、房野駅、アリオ市原、ユニモと食品リサイクルループに取り組んでいる。 

⑩ 令和 6年 6月 8日（土）18：30～放送 宮川大輔主演 満天 青空レストランにおいて、ソフトケールが取り上げられた 

 



 

総評 

① 昭和 52年 10月 4日に先代が創業し、今年で 48年目を迎える歴史ある企業である。 

② 取引事業者数は約 5,000事業所があり、車両台数は約 100台。年商 31.7億円（令和 4年度実績）社員数はパートアルバイトを含め約 230名を雇用している。 

③ 上記①②も含め、「みどり産業の SDGs経営」にパンフレット化され情報公開している。 

④ 食品リサイクル施設（肥料化・千葉県長柄町工場）については、加藤工場長以下、4名で実施している。 

⑤ 製造された堆肥は、関連会社のみどり工房において製品化され、主にケールを栽培、ハウス 13棟（5ヘクタール）1500坪、耕運機１、堆肥散布機２台で運用されている。 

⑥ ソフトケールは、ANAケータリングサービス（フィルド食品）の機内食のサラダにも活用され、「ケールフォカッチャ」というお菓子については、ANA国内線・国際線のファーストクラス・ビジネスクラスにて

提供されている。また、農林水産省の再生利用認定計画を取得している。（認定番号 46番） 

⑦ 人材育成については、役職に応じた経営塾を開設。福田マネージャーを中心に、運搬ドライバーの方がパワーポイントを作成し、自ら講義内容を作成するなどリーダー育成に力を入れている。 

⑧ 次回の更新審査（5年後）までに、老朽化した食品リサイクル施設を改築予定、また関連会社の「みどり工房」は認定農業者として、さらに田んぼの拡大を予定している。今後の更なる取組に期待したい。 

    

（写真 1）長柄工場場内入口 （写真 2） 肥料化施設の現地確認をする藤生審査人（写真 3）みどり工房のソフトケールと加藤工場長 （写真 4）日テレ満天レストラン宮川大輔サインと ANAニュース 

 

 

 


